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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間において、当社グループは企業と人材を繋ぐ役割と機能を果たすため、質の高い人材

サービスの提供を通じて双方が求めるニーズに応えてまいりました。当第３四半期連結累計期間は、北海道の市場

を基盤としながら東北地方においても雇用環境の改善を念頭に企業業績の拡大と地域の活性化に向けた業務を推進

し、収益の拡大を目指してまいりました。

 人材派遣関連事業においては、人手不足感による派遣ニーズは堅調であるものの、人材の確保は難しい状況が続

いております。一方では、人材の流出を防ぐための自社雇用への切替えの影響を受け、人材派遣関連事業全体とし

て売上高及びセグメント利益とも前年同期を下回りました。人材派遣関連事業（関東）においては、大手量販店で

の販売員ニーズ等の縮小により売上高が下回り、セグメント損失に転じました。人材紹介事業においては、人材の

流動性は増しているものの、求人ニーズに対応する人材の確保がより難しくなっており、売上高及びセグメント利

益とも前年同期を下回りました。再就職支援事業においては、雇用環境の改善により契約金額の大きな事業が減少

したため、売上高及びセグメント利益とも前年同期を下回りました。ペイロール事業においては、給与計算処理並

びに住民税処理業務件数の増加により売上高が前年同期を上回りましたが、労務費原価の増加等によりセグメント

利益は減少しました。その他事業は、語学研修事業の売上高が前年同期を上回り、前連結会計年度におけるのれん

の減損の効果で費用の圧縮が図れたこともあり、セグメント損失を利益に転じることができました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高4,202,465千円（前年同期比

11.2％減）、営業損失21,148千円（前年同期は営業利益236,003千円）、経常損失20,560千円（前年同期は経常利

益236,769千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失22,934千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利

益103,326千円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ684千円増加し、2,349,894千円

となりました。これは主に売掛金等の増加が現金及び預金の減少を上回ったことによるものであります。 

（負債） 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ43,325千円増加し、1,332,966千円となりました。これは主に短

期借入金及び長期借入金の増加によるものであります。 

（純資産） 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ42,641千円減少し、1,016,928千円となりました。これは主に

利益剰余金の減少等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年７月10日に発表いたしました平成28年５月期(平成27年６月１日から平成28年５月31日)の業績予想に関

しまして、変更はありません。

 また、将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年２月29日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,257,433 573,708 

売掛金 660,808 1,300,901 

その他 39,850 95,277 

貸倒引当金 △6,765 △8,151 

流動資産合計 1,951,327 1,961,736 

固定資産    

有形固定資産 56,116 58,736 

無形固定資産    

のれん 11,901 8,925 

その他 72,362 79,851 

無形固定資産合計 84,263 88,777 

投資その他の資産 257,502 240,644 

固定資産合計 397,883 388,158 

資産合計 2,349,210 2,349,894 

負債の部    

流動負債    

買掛金 50,622 56,845 

短期借入金 400,000 650,000 

1年内返済予定の長期借入金 21,580 19,920 

未払費用 280,470 307,740 

未払法人税等 61,362 397 

未払消費税等 192,476 25,433 

その他 122,787 33,184 

流動負債合計 1,129,300 1,093,521 

固定負債    

長期借入金 140,240 225,300 

その他 20,100 14,144 

固定負債合計 160,340 239,444 

負債合計 1,289,640 1,332,966 

純資産の部    

株主資本    

資本金 256,240 256,240 

資本剰余金 63,240 63,240 

利益剰余金 420,379 385,529 

株主資本合計 739,860 705,010 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 58,916 49,978 

為替換算調整勘定 483 △97 

その他の包括利益累計額合計 59,400 49,880 

新株予約権 1,635 3,108 

非支配株主持分 258,672 258,929 

純資産合計 1,059,569 1,016,928 

負債純資産合計 2,349,210 2,349,894 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年２月29日) 

売上高 4,731,181 4,202,465 

売上原価 3,750,279 3,443,361 

売上総利益 980,901 759,103 

販売費及び一般管理費 744,898 780,251 

営業利益又は営業損失（△） 236,003 △21,148 

営業外収益    

受取賃貸料 13,058 12,822 

その他 5,498 4,194 

営業外収益合計 18,556 17,016 

営業外費用    

支払利息 4,482 3,527 

賃貸費用 13,058 12,822 

その他 250 79 

営業外費用合計 17,791 16,429 

経常利益又は経常損失（△） 236,769 △20,560 

特別損失    

減損損失 48,203 － 

その他 4,011 － 

特別損失合計 52,215 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
184,553 △20,560 

法人税等 70,523 △5,411 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 114,030 △15,149 

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,703 7,785 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
103,326 △22,934 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年２月29日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 114,030 △15,149 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 17,187 △10,817 

為替換算調整勘定 580 △1,129 

その他の包括利益合計 17,768 △11,946 

四半期包括利益 131,798 △27,095 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 118,727 △32,454 

非支配株主に係る四半期包括利益 13,071 5,358 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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